
た後、静まって、イエス様に目を留めていると、突然“と

ても良い思い”が訪れることでしょう。それを疑わず、ただ

書き留めてください。後で、そのジャーナルを読んだとき、

あなたも本当に神様と対話しているのだと分かって、祝

福されることでしょう。 

最後最後最後最後にひとことにひとことにひとことにひとこと―― 聖書を通して神様を知ることは、

心の中で神様の声を聞くために欠かせない基盤となり

ます。ですから、聖書を知ろう、聖書に従おう、という確

固たる心構えが必要です。また、あなたの成長と安全

のため、しっかりとした霊的カウンセラー（助言者）とのや

り取りを維持することが、極めて重要となります。ジャー

ナルの中で示された、すべての決定的な事柄は、実行

に移す前に、カウンセラーの確認を求めるべきです。 

このトピックについて詳しい情報をお求めの方は、

www.cwgministries.org へ。多数の記事（無料）や、ダ

ウンロード書籍（無料）のほか、神様の声を聞くことに関

する CD および DVD シリーズをご用意しています。また、

お電話にて書籍『How to Hear God's Voice』をご注文

いただけます。さらに、100 種類以上の授業から選べる

通信制の学位取得課程もあります

（www.cluonline.com）。 
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神様の声が 
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“一貫性ある” 

“強力”かつ 

“いのちを与える” 

対話を！ 
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キリスト教は、宗教の中でも“特異”な存在で

す。というのも、“今” “ここで”始まって、しかも永遠に

存続する“創造主との関係”を可能にしてくれるのは、

キリスト教だけだからです。イエス様は宣言されました。

「永遠のいのちとは、すなわち神神神神をををを知知知知るるるることである。」（ヨ

ハネの福音書 17:2）。残念なことに、教会に通う人々

の多くが、“私たちの主との交わり”という素晴らしい祝

福を受けられずにいます。その原因は、私たちが内なる

神様の声を聞き分けることができなくなってしまったことに

あります。「私の羊は、私の声を聞き分ける」という約束

が与えられているにもかかわらず、あまりに多くのクリスチ

ャンが、そのような親密な関係を得られず、霊的な飢餓

に苦しんでいます。しかし、そのような関係だけが、彼ら

の心からの願いを満たすことができるのです。 

そういう私も、主が４つの単純明快な鍵を啓示してく

ださるまでは、自分の“羊飼い”の声を聞き分けられな

い羊でした。これらの鍵（ハバクク書 2:1, 2 参照）は、神

様の声という“宝石箱”のふたを開けてくれたのです。 

 

    鍵鍵鍵鍵そのそのそのその１１１１――心心心心のののの中中中中のののの

神様神様神様神様のののの声声声声はははは、、、、自然発生的自然発生的自然発生的自然発生的

なななな思思思思いのいのいのいの流流流流れとしてれとしてれとしてれとして““““聞聞聞聞こえるこえるこえるこえる””””ことがことがことがことが多多多多いいいい。。。。 

 ハバククは、神様が自分に語られる時の“音”を知って

いました（ハバクク書 2: 2）。エリヤは、それを「かすかな

細い声」と表現しています（列王記第一 19:12）。私は

常々、音音音音としてとしてとしてとして聞聞聞聞こえるこえるこえるこえる内なる声を求めていました。確

かに、神様はそのように語られることがあります。けれども、

通常、神様神様神様神様のののの声声声声はははは、、、、    ““““自然発生的自然発生的自然発生的自然発生的なななな思思思思いいいい””””、、、、““““幻幻幻幻””””、、、、

““““感情感情感情感情””””、、、、““““印象印象印象印象””””といったといったといったといった形形形形でででで与与与与えられるえられるえられるえられることを、私は発

見しました。例えば、皆さんは、車を運転中に、突然、

ある人のことが頭に浮かんで、「彼（または彼女）のため

に祈らなければ」と感じたことはありませんか。そんな時、

神様が「その人のために祈りなさい」と言われているのだ

と、信じられたのではないでしょうか。神様の声はどんな

ふうに聞こえましたか。それは実際に聞こえる声でしたか。

それとも、頭にふと浮かんだ自然発生的な“思い”でし

たか。 

経験上、人間は、霊レベルのコミュニケーションを、自

然発生的な思いや、印象、幻として感じ取るのだと、

言うことができるでしょう。このことは、聖書がさまざまな

側面から証言しています。例えば、“とりなし”を意味す

るヘブライ語pagaの定義の一つは、「思いがけず出会う

こと、もしくは、偶然横切ること」です。神様は、私たち

の心に人々を“置かれる”とき、paga――すなわち、私

たちの頭を“偶然”横切る、思いがけず出会う思い――

を通して、それを行われるのです。 

ですから、神様の声を聞きたいときには、思いがけな

い出会い、すなわち、自然発生的な思いに意識を合

わせてください。 

 

    鍵鍵鍵鍵そのそのそのその２２２２――静静静静まってまってまってまって、、、、

神様神様神様神様のののの思思思思いやいやいやいや感情感情感情感情のののの内内内内なるなるなるなる流流流流れをれをれをれを感感感感じじじじ取取取取るるるる。。。。 

ハバククは言いました。「私は見張り所に立ち...」（ハ

バクク書 2: 1）。ハバククは知っていました。神様のかす

かな内なる自然発生的な思いを聞き分けるには、まず

どこか静かな場所に行って、自分自身の思いや感情を

静めなければならない、ということを、知っていたのです。

詩篇46:10は、静まって、そこにおられるのが神様である

ことを知りなさい、と勧めています。私たちの霊の中には、

深遠な内なる“知”（自然発生的な流れ）が存在して

います。そして、自分の肉と自分の頭（思考力）とを静



めるとき、だれでも、それを体験できます。静まっていな

ければ、自分自身の思いしか感じ取れません。 

静かな讃美の歌を通して神様を愛するという行為は、

静まるのに非常に効果的な方法の一つです（列王記

第二 3:15 参照）。私は、讃美して、内なる世界を静め

てから、自然発生的な流れに自分を開け放ちます。何

かやり忘れていることを思い出したら、それを書き留めて

おいてから、それについて考えるのをやめます。罪悪感

や、「自分は価値のない存在だ」という思いに襲われた

ら、完全に悔い改め、“子羊”の血による洗い聖めを受

け、主の義の衣を身に着け、神様の御前で完全に聖

い存在として自分を見るようにします（イザヤ書 61: 10; 

コロサイ人への手紙 1: 22）。 

神様からの純粋な言葉を受け取るには、私が静まっ

た状態になるときに、心の焦点がきちんと合わせられた

状態にあることが、極めて重要です。なぜなら、私の焦

点は、直感的な流れの源だからです。私がイエス様に

目を留めているとき、直感的な流れはイエス様から来て

います。しかし、何か自分の心の願望を注視し続ける

ならば、直感的な流れは、その願望から来るものとなり

ます。純粋な流れを求めるならば、私は静まり、心して

イエス様に目を留めなければならないのです。これもや

はり、静かに“王”を讃美し、そこに生まれてくる“静け

さ”の中で“受ける準備”を整えることによって、簡単にで

きます。 

あなたの目をイエス様に留めてください（ヘブル人への

手紙 12: 2）。そして、イエス様のご臨在の中で静まり、

あなたの心の内にあることを、イエス様と分かち合ってく

ださい。そうすれば、自然発生的な思いが、神様の王

座からあなたへと流れだします。この時点で既に、あな

たは“王の王”と対話しているのです。 

鍵鍵鍵鍵そのそのそのその３３３３――祈祈祈祈りりりりのののの中中中中でででで

心心心心のののの目目目目ををををイエスイエスイエスイエス様様様様にににに留留留留めめめめ、、、、御御御御

霊霊霊霊のののの中中中中でででで全能全能全能全能のののの神様神様神様神様のののの夢夢夢夢とととと幻幻幻幻をををを見見見見るるるる。。。。    

ハバククは言いました。「（私は、とりでに）しかと立って

見張ろう」。すると神様は言われました。「幻を書き留め

なさい」（ハバクク書 2:1, 2）。ハバククは、祈りながら、幻

を求めました。心の目を開き、霊的世界を見つめて、

神様が自分に見せたいと思われていたことを、見ようとし

たのです。これは実に面白い発想です。 

神様は常々、夢と幻を通して語ってこられました。夢

と幻は、聖霊様を注がれた者が見るようになる、と神様

は具体的に言われました（使徒の働き 2:1-4, 17）。 

私は、心の目を開き、幻を求めて見つめようと思った

ことは、それまで一度もありませんでした。しかしやがて、

それこそ、神様が私に求めていることだと、信じるように

なりました。神様は、私の心に“目”をお与えになり、自

分の霊の中で神様の幻や“動き”を見ることができるよう

にしてくださいました。私たちの周りには、活発な霊の世

界が存在しています。そこは天使や悪霊であふれ返っ

ていて、聖霊様も、（万所に遍在される）御父も、（同じ

く万所に遍在される）御子イエスもおられます。この現

実が私に見えないとすれば、その唯一の原因は、不信

仰、もしくは、知識の欠如しか考えられません。 

“見える”ようになるには、“見つめ”なければなりませ

ん。ダニエルは、頭の中で幻を見て、言いました。「私は

見ていた。」「私は見続けた。」さらに「私は見続けた。」

（ダニエル書 7: 2, 9, 13）。私は、祈りながら、イエス様を

求めて見つめます。また、イエス様が、ご自身の心にあ

ることを、したり言ったりしながら、私に語られている間も、

私は見つめ続けます。多くのクリスチャンが、見つめるよ

うになりさえすれば、見えるようになるということに、気づく

ことでしょう。このことはまた、自発的な思いを受け取る

ための方法論についても言えることです。イエス様は、

“インマヌエル”――訳すと、神は私たちと共におられる、

という意味――と呼ばれる者です（マタイの福音書 1: 

23）。これこそが真実です。キリストキリストキリストキリストははははあなたとあなたとあなたとあなたと共共共共におらにおらにおらにおら

れるれるれるれるのですから、キリストがあなたと共におられるところを、

“見て”もよいのです。事実、幻があまりに簡単に“やっ

て来る”ので、それが“あなた自身”にすぎないと考えて

しまい、拒絶したくなることすらあるかもしれません。けれ

ども、幻を記録し続けるうちに、すぐに信仰によって疑念

は克服され、その内容が全能の神様の中でしか生まれ

得ないものだと、分かるようになります。 

イエス様は、神様との絶え間ない交わりの中で生き

ることを、宣言し、また実践されました。イエス様ご自身

が、自分からは何事もせず、御父御父御父御父がしていることをがしていることをがしていることをがしていることを見見見見、、、、

御父御父御父御父がががが言言言言われていることをわれていることをわれていることをわれていることを聞聞聞聞きききき、ただそのことだけを行っ

ている、と断言されました（ヨハネの福音書 5: 19, 20, 

30）。何何何何とととと素晴素晴素晴素晴らしいらしいらしいらしい生生生生きききき方方方方でしょうでしょうでしょうでしょう。。。。 

イエス様がされたように、神聖な“イニシアチブ”の中

で生きることが、あなたにもできるのでしょうか。もちろん

です。あなたの目をイエス様に留めてください。神殿の幕

が真っ二つに裂け、直接、神様のご臨在に預かることが

できるようになりました。神様は、近づいてきなさい、とあ

なたを招いておられます（ルカの福音書23:45; ヘブル人

への手紙 l0:19-22）。「あなたがたの心の目がはっきりと

見えるようになりますように。」 

 

鍵鍵鍵鍵そのそのそのその４４４４――――――――ジャーナルジャーナルジャーナルジャーナル

活動活動活動活動（（（（祈祈祈祈りとりとりとりと、、、、神様神様神様神様のののの答答答答ええええ

とをとをとをとを書書書書きききき留留留留めることめることめることめること））））はははは、、、、神様神様神様神様のののの声声声声をををを聞聞聞聞くくくくというというというという行行行行

為為為為にににに大大大大きなきなきなきな自由自由自由自由をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす。。。。    

神様はハバククに、幻を書き留めなさい、と言われま

した（ハバクク書 2: 2）。これは、例外的な命令ではあり

ません。聖書には、個人的な祈りと、それに対する神様

の答えが、多数記録されています（詩篇、多くの預言

者、黙示録など）。 

私はこのプロセスを、「両方向ジャーナル」と呼んでい

ます。これは実に、神様の内なる自然発生的な流れを

はっきりと見分けるための素晴らしい“触媒”です。なぜ

なら、私自身がジャーナルをつけるとき、それが神様から

来ているという確信のもとで、長時間、信仰によって書

き続けることができるからです。私が神様から受け取った

ものだと信じていることは、吟味されなければならないこ

とは分かっています。けれども、吟味には疑う気持ちが

伴い、疑う気持ちは神聖なコミュニケーションを中断させ

てしまいます。ですから、私は、それを受けようとしている

間は、吟味したくありません。私は、ジャーナルを活用し

ながら、信仰をもってそれを受けることができます。その

流れがやんだ時点で、それを吟味したり注意深く調べた

りして、聖書に矛盾しないかどうか確かめられるのですか

ら。 

ジャーナルをつけてみると、その効果の大きさに驚かさ

れることでしょう。最初のうちは、疑う気持ちが邪魔をす

るかもしれませんが、どうにかそれを振り捨ててください。

そして、これが聖書的な概念であること、また、神様は

ご自身の子らに語りかけながら、そこに存在されている

のだということを、自分に言い聞かせてください。リラックス

しましょう。私たちが自分のわざを休んで、神様の安息

に入るとき、神様は思うがままに“流れて”くださいます

（ヘブル人への手紙 4: 10）。ゆったりと座って、ペンと紙

を取り、笑みを浮かべ、讃美しつつ主に意識を向け、

主の御顔を求めてください。主にしたい質問を書き出し 


